
- (諾 宏 :::TT',
酌報(35)真カ･ら

･･(岩 )た く(" bL'tI害 -,i

仰 D鮫 齢 よい･一芸芸-o･833- -

又b-OC65C--･であるから誓 一･- こ祖 の々仏

を入れて TJと L のEA錦を針3(するとT<2及び遜3

のh くであって q1071わら .･-023Jのとき計方位

と英苅仙とが｢政一fi.｡

P E召 す

以上に艮て速べた如 くズ茄皆と溢 班は埜ね.W l=

-丑を示すから光に ｢エmJl将 火現P)蛤染逮生母AJ

tL■才,I+
,
-

に放て蛙べた埋コは光一T妊BIほ れたものと考えてよい 一･鼻 火*長 しくE,i)

でもろi｡火蜜の蛭Tn均帖 を釆技能に変化させ

た札火tIの出 特性に付ては_本F箕の見地上り帖 的 吋がJII果ないのであって本Et文に於て速べたViしい解
に突きEk粥J'f行っているがその筋RについてはBlに祐 析淡に玖山王払牧は性 と聡 の軒店gZ)欄 に文末牲

常する=!;党であるota25Fミt?火頓の把疑相生は放 捗韓 的lこ恥 こなってくるの'eあって辞火松のit兄上初力1=

の淑 のみに払って?扱■されてきたが之でLi拝福な択 一手.T2となり柑ろものと考えろ.,

CombustlOnChalaCtenStlCSOfrhcITLdLu;trlalSafetyFuse

J3yK 111nO.K IdaandS Yamanc

TotalArZy'untOr'gaSet,1)lyed(G.し)b〉LheCt)rZ'bustlOコOlllle川 ･Ok171山 oEtile

lndllStrLtLlkLtfLltlftlS灼 tLT)dtheAmOun10fcnd-di5ChrgeG.i≠CrC TrLCtLStlTe1日Itldtnt)

re9L11tBSho､vc.ItntthetlleOrCtLCZ7hLqtlEtt･OnSforG,(.ln(】G.l.tlcTlVC'lh)ont=oLthtL

･]nthori】nfornlerlSltieOfthlり OtH･llA).WereCOr'e｡一

TottLlI)neSor亡OmblはtlOTIT.OrJLLfet) ftSeSOfvtLrlOIBlenphBⅥererneAm redln
t=qmT)letcIAtCmltLln叩Lt]gELnLttheresultsSllO､retlLhLlttht･thccrctlCAIcquntLOnfor

ttleTelLLtIOllZx川CCnTILlnd).≠∩9SLLt)SrnCtOr)･

Thesc prL}付くlt･rL･S gn el'e" qll.lntltnこ1､etCStlngTnethodoLtheL1mbuBtJOnCttELrA-

clerlStlt30ttllt=ntluStrI8tŜfet〉(11氾S (X-lbnKzlyAkuX i;)

硝酸7ンモニウムの初期吸藻過程に裁て
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盲 EEi鋲 衣 鉢 ･長 田 英 世

(九州工井大学化学教5!)

肥糾 IJ.雌繋FI仰 せが騒めて致ig姓に好み,本邦の に,汁する研究は多顎にのほ ろ｡然 しrEがらこの吸池凸

如く文相 壁の地城に於ては,その妨泊別姓l稚 め 壁にヤし僅案考 話せられた珊 仝のみでは,その全
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て称 こ初批 現Lこ耽て考窮を加えた｡

I) 放浪 の全過程に対す る考察
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og.tt-lotr'C+-̀log/となJ), この lo
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)現iaに守する分子窪軌軌 考摂蹄左の軸 の塔介｢放 棄

としては,硝安に帯する7k蒸気の榊 と.それによろ柵 が瀬棚 干し

て,逮には閲体は

滑沸して汀托【となり.空に之が椿釈せられ.共の水石託LEd'･2t絹の
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L･(別旅 Flだ4)の如く艦現特休を7r;す｡経って式(5)
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結 構

放上の実没軌条の市議から次のtlLこ脇 をgきmT･
ことが山楽ろ｡

(I) 見識増 空包は 苦 -p-p′･S ではiLRi

され1=い■

(2) 生む 租は.棚 こ於ては,FqfElと講和のス
京王との,脚 畑 に於てrt 阻私 議軌 7土Lt顎
細の 史にIJm 托正枝に於ては諌相とS湖 との当
主邑完魚七大■考えねはならね｡

(3) 棚il矧こ於ては,現執lむ三,賀正乱 相対

担乱 iBErの市政であって,uig過密 ～̂としては
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多くQ)エ頂に'於てその紳 及び′ト5hTtlのプ｣学的箆2Z

をB勺叫三することは工粗の合理化2]■L1-の瓜位向上S･期す

ろために欠くことの川東1=いことである｡伺えは危段

什粟である′イナーイト地 に於いても圧伸成影作栗

呼に放けろ野のtklqのtfl弟は作ヲ!正中と公告性とを左

茄する正中な囚7･であり叉それらは立成分たる硝淵

従来と･L1- yy七yンとのJy化性等ともESS旅しこれ

らの弛理化学的解析は相乗の破 制 帽 の艶本をなす

ものでも7;｡印ちその工禁を担R化して帯比率たち㌧

めるにはその技師/_･･必中TZ他のエ首技術者刑 の対.a.と

TE01gろ如くにしておかなければfrらないか らで あ

ろ｡

Tたるにカ､ゝ ろ万両の兼杖だった軒先は鵬 火矧 二相ll
しては村Bl博･1.が71=rつたがダイナ▼イトに関しては米

だ殆ど行われてAltない発憤 である｡木研究はか ▲る岨
Ltf.に立ちTイナーイト取立技鰍 こついて成る棚 を1甘
んとして'なしたものでもろ｡

水練野.rまその抑 拝の生としてETPttAY鞘と;トt,y

p-I:リンの防化にfqして研究 したもの 一ゝ杯である｡

皿 硝丑#稚乗の練達及び拓北の姥純

L 御 荘架の桝曲

蚊将 校日払確t3恥 も diluco姥 より構成され

てい,->ことはeEにrJ'-くIVH ll̂wotlL･h攻寄より明ら




